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ただいまご紹介いただきました月刊「消費者信用」

の編集長をしております浅見でございます。

毎年この時期、FinTech、とくにペイメントサービ

スにかかわる動きを紹介させていただいています。

FinTech の定点観測といってもいいのではないかと

思いますが、最新の情報を盛り込みながら、ペイメン

トサービスの分野を概観してみたいと思います。

Slide 2　本日のアジェンダ

ここに「本日のアジェンダ」を並べさせていただきま

した。

1つは、「キャッシュレス化」が推進されてきている

という流れの中で、いろんな決済スキームが出てき

ています。その一つひとつを見ていくと、何かバラバ

ラの動きのように見えますが、全体を貫く大きな流れ

があります。どのような潮流が生じているのかを私な

りに考えてみたいと思っています。「クラウド決済」とか

「ID連携」がその代表的な潮流といえます。

そこにもう1つ、最近よく着目されているのが「API

連携」の話で、これは銀行の世界でもクレジットカー

ドの世界でもそうですが、国がそれを推進しようと動

きだしています。API連携によって決済とか金融の

サービスがどう変わっていくのかも展望してみたいと

思います。とくに、決済や金融の担い手がどういうふ

うに変わっていくかがポイントであり、本日の主眼で

あります。
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Slide 3　「未来投資戦略 2017」のコンセプト

「未来投資戦略 2017」のコンセプトです。

これは今年 6月に閣議決定された、政府の基本方

針です。政府は 2013年から日本の成長戦略、すな

わちアベノミクスの「第三の矢」という位置付けで成長

戦略をまとめるようになったのですが、最初は「日本

再興戦略」と呼んでいたものが、今年になって「未来

投資戦略」と呼び方が変わりました。

「復興」から「未来投資」へコンセプトがより前向

きになりましたが、それを端的に言い表しているの

が、「はじめに」に書かれた一文です。「この長期停

滞を打破し、中長期的な成長を実現していく鍵は……

『Society 5.0』を実現することにある」としています。

ではその Society 5.0で何が変わるのか、何を実現

しようとしているのかというと、ここにあります「ビッグ

データ」、「人工知能」、「ロボット」、「シェアリングエ

コノミー」というイノベーションをあらゆる分野でもっ

て実現させようという考え方、それがこの未来投資戦

略の非常に大きな骨格になっているわけです。

下の部分は、経済産業省が「新産業構造ビジョン」

というのを審議会でまとめたときに、第 4次産業革命

とはいったいどういうものかというのをまとめたのがこ

の図であります。第 4次というのは、蒸気機関が出

てきたり、電力・モーターが出て、コンピュータが生

まれて情報社会だといわれて、そのまた次のステップ

だという位置付けですけれども、こうした歴史観、時

代認識が未来投資戦略に反映されているわけです。

Slide 4　Society 5.0実現に向けた戦略分野

「Society 5.01実現に向けた戦略分野」ということ

で、5つの分野を掲げております。5番目に「FinTech」

というのがあります。この中で、「オープンイノベーショ

ン」、「キャッシュレス化の推進」がうたわれています。



7

金融マーケティング研究会 2017 年 8月度

Slide 3  

Slide 4  



8

のです。

しかし、それで劇的に変わるかというと、そうでも

ない。中小の小売店でそういうビジネスモデルを取り

入れやすくなるぐらいの効果だということです。

2番目には、「FinTechの活用等を通じた消費デー

タのさらなる共有・利活用を促進するため、クレジッ

トカードデータ利用に係るAPI連携の促進や、レシー

トの電子化を進めるためのフォーマットの統一化等の

環境整備を本年度内に行う」と書かれています。

今日はビッグデータとかそのへんの活用については

あまりふれませんので、ここでは API連携という言葉

が出てきたことを押さえておいていただければいいか

と思いますけれども、キャッシュレス化を推進すると

いううえでは、だいぶ回り道というか、迂遠なアプロー

チをしているなという感じです。

3番目は、外国人旅行客が来たときに円の現金を

引き出せるようにしようね、そういうATMをちゃんと

整備しましょうという話ですから、むしろキャッシュレ

ス化の真逆をいっている施策です。なぜこれがキャッ

シュレス化の施策なのかよくわからないという感じが

しますけれども、そういうことで、正直言うと、未来投

資戦略で出てきたキャッシュレス化の施策にはあまり

大きな期待はできないなというふうに思っております。

Slide 5　FinTech推進に係る KPI

未来投資戦略に掲げられた「FinTech推進に係る

KPI」です。KIPは Key Performance  indicators（重

要業績評価指標）ですけれども、4つの項目が掲げら

れております。

ここでいちばん注目したいのが 2番目です。「今後

10年間（2027年 6月まで）に、キャッシュレス決済

比率を倍増し、4割程度とすることを目指す」という、

具体的な数値目標が掲げられています。

それと、今日の後半の話に出てくる API について

も目標が掲げられており、「今後 3年以内（2020年 6

月まで）に、80行程度以上の銀行におけるオープン

APIの導入を目指す」ということもうたわれております。

この 2つに注目していきたいと思います。

Slide 6　キャッシュレス化の施策

キャッシュレス化の比率を 4割にするといって、で

はどんな施策を政府は打ち出しているでしょうか。未

来投資戦略では 3つの項目が掲げられました。

最初に言ってしまうと、成長戦略は、日本再興戦略

のときからそうだったのですが、それぞれの省庁で今

とりかかっている施策とか成果物の〝寄せ集め〟です。

この未来投資戦略も若干そういうきらいがありまして、

第一の施策として「（1）割賦販売法の一部を改正する

法律において措置したクレジットカード利用時の加盟

店における書面交付義務の緩和について、電子メール

等の電磁的方法も可能とすることで、FinTechの活用

によるカード決済のコスト削減や消費者にとっての利

便性の向上を図り、キャッシュレス化を後押しする」と

うたっていますが、既定路線で目新しさはありません。

これはどういうことかというと、mPosといわれるビ

ジネスモデルがあります。スマートフォンにカードリー

ダーを差し込んでカード決済ができるようにするアプ

リケーションといえばいいでしょうか。本でも Square

とかコイニーがあるわけですけれども、割賦販売法

がで加盟店がカード決済をしたときに書面交付をしな

ければいけない義務を課していたために、mPOSを

導入しづらかったのです。決済はスマートフォンでせ

きるようになるけれど、書面交付するためのプリンタ

が必要なので、導入コストがかさんでしまうという障

害があったのです。

そこで、書面を渡さなくても、電子メールなんかで、

どのお店で、どのカードで、いつ、いくら買ったといっ

た情報を伝えればいいというように規制が緩和された


